
「炉端の会」のひとり言-１	

◇環境整備チーム、「大麦の種蒔き〜脱穀」の様子	

   2018.09 

 環境整備チームが昨年の11月上旬に江向家と北村家の畑に蒔いた大麦は順調
に成長し、５月下旬には無事、麦秋を迎えました。　そこで、６月初旬に刈り入れを
行い、刈り入れた大麦は江向家の裏にある資材置場の軒下で乾燥させました。　
刈り入れから2カ月近くたった7月24日、環境整備チームの手で脱穀を行いました。　　　	
　脱穀の日は連日の猛暑が続いていたため、江向家のニワ（土間：屋内）で手揉み
により、茎から実を取り外しました。　茎から分離した実にはゴミも混ざっているため、
炎天下の江向家横で、見よう見まねで箕に入れた大麦を空中に放り上げ、実とゴミ
を分離しました。　この後、9月に焙煎して麦茶を作る予定です。	

（５月下旬、麦秋）	

（５月初旬の様子）	

（７月下旬、手揉みで脱穀）	

（３月頃の様子）	

（６月〜７月、乾燥）	

（箕でゴミを除く）	
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「床上公開」とは、
「炉端の会」のボランティア活動の基本である古民家
保存活動の一貫として、囲炉裏や竈（かまど）での火
焚き作業や床などの掃き拭き掃除作業および来園者へ
古民家を床上で触れて体験して貰う事で古民家の魅力
を伝える活動の総称です。

その活動の「一日の様子」をご紹介します。

   2018.09 「炉端の会」のひとり言-２	

　　	

◇“「炉端の会」のひとり言”が本掲載パネルで、まる６年になります。	

　生田緑地のビジターセンターに２０１２年9月から、毎月（2013.08版のみ休刊）、
「炉端の会」の会員の活動内容の紹介を“「炉端の会」のひとり言”のタイトルでA３
のパネルに編集・掲載し始めて、本掲載（201809版）で、まる６年をむかえる事がで
きました。多くの方々にご支援とご協力をいただき誠に有り難う御座いました。	
　これからも「炉端の会」の様々な活動を内外に紹介するツールとして、より一層の
充実と活用を図って行きます。皆様のご贔屓とご協力を宜しくお願い致します。　	

（２０１２/０９版）	
（第１号）	

（201３/0１版）	

（2014/03版）	

（2015/06版）	

（2016/08版）	

（2017/10版）	
＊“「炉端の会」のひとり言”のこれまでの掲示内容	
　を「炉端の会」ＨＰから照会する事ができます。　	


